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Ⅱ 大阪の子どもたちにはぐくみたい「力」 

大阪の子どもたちが、これまで培ってきた大阪の歴史や伝統を受け継ぐとともに、これから

の変化の激しい社会を力強く生き抜き、次代を担い得る大人になるよう、以下の「力」をしっ

かりとはぐくむ必要があります。 
 

 

基基礎礎・・基基本本とと活活用用すするる力力、、学学ぶぶ意意欲欲  

基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図るとともに、これを活用して、思考

力、判断力、表現力や学ぶ姿勢、学習習慣を身に付けさせ、自ら学び、自ら考え、

主体的に判断し、行動する力をはぐくむ。 
 

 

社社会会をを創創っってていいくく態態度度  

社会の形成者としての自覚や忍耐力・責任感を養い、公共のルールやマナーを守る

など、規範意識を身に付けさせるとともに、コミュニケーション能力を高め、互い

に助け合い、よりよい社会を創っていく態度をはぐくむ。 
  

 

心心身身のの健健康康、、体体力力  

生涯にわたって心身の健康を保ち、たくましく生きるため、基本的な生活習慣を身

に付けさせ、体力を養う。 
  

 
進進路路選選択択、、決決定定力力  

豊かな勤労観や職業観を身に付けさせるとともに、将来の夢や目標を持ち、進路を

自ら選択・決定する力や、チャレンジ精神をはぐくむ。 
 

 

生生命命とと人人権権のの尊尊重重  

生命と人権を尊重し、自分の大切さと共に他の人の大切さを認める、豊かな人間性

をはぐくむ。 
 

 

自自然然尊尊重重のの精精神神、、環環境境をを大大切切ににすするる態態度度  

自然や美への感性を磨き、芸術に親しむとともに、自然を尊重する精神や環境を大

切にする態度をはぐくむ。 
 

 

伝伝統統とと文文化化のの尊尊重重、、国国際際社社会会へへのの寄寄与与  

我が国と郷土への誇りを持ち、大阪がはぐくんできた伝統と文化を尊重するととも

に、国際社会の平和と発展に寄与する態度をはぐくむ。 
 


